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【学校教育目標】 「自ら学び、考え、行動し、自ら『生きる力』を培う生徒の育成」 
【めざす学校の姿】「生徒が通いたくなる学校」「保護者が子どもを通わせたくなる学校」

「地域が誇りに思える学校」「教職員が勤めたくなる学校」       
【めざす生徒の姿】「愛（合い）のある生徒～支え合い、学び合い、磨き合い、高め合い、 

励まし合い～」 
【めざす教師の姿】「時代の要請を理解し、自らの教師力・人間力を高める教師」 
【めざす授業の姿】「確かな学力・生きて働く力を育む授業の創造・実践」 

 
 

 
２日間にわた

った「第１回定期
テスト」が終了し
ました。あなた自
身が今回のテス
トに臨む姿勢は、
いかがだったで
しょうか？果た
して「何漬け」で
テストに挑んだ
のでしょうか？ 

昨日、さっそくテストが返却された生徒が「英語は○
○点でした」と嬉しそうに報告してくれました。本人も
満足する点数であり、私もうれしくなりました。 
さて、テストに関して、大切なことを１つお伝えしま

す。それは、テストが終わったら「すぐに解き直しをす
る」ということです。これはテストが返却される前だと
さらに効果的だと思います。テスト本番は当然重要で
すが、解き直しはもっと大事です。テストは、それまで
の自分の学習の理解度や習熟度、そしてそれらを生か
した発展的な思考・応用力などをはかるものです。そ
の結果、できた問題（解けた問題）はよしとして、自分
ができなかった問題や苦手な問題をしっかりと把握す
る絶好の機会となります。中学生である皆さんの「一
番近いゴール」は、高校だと思います。その時までに、
今回できなかった問題ができるようになれば良いので
す。その積み重ねが嬉しい結果につながることは言う
までもありません。「いまさら」ではなく、「いまから、こ
こから」です。テスト直後の「今回も～」や「次回こそは
～」といった「本気の後悔・反省」や「次回に向けてのや
る気」がある「今」やらないと、いつものように何もせず
「第２回テスト」を迎えることになります。何事も積み残
していくことが後々自分を苦しめることになります。１
回１回のテストにしっかりと勉強して臨み、そしてきち
んと解き直しをして、積み残しを１つでもなくしていく
という学びを重ねていくことこそ夢の実現への道筋だ
と思います。誰だって苦手なことや不得意なことがあ
ります。それを１つでも変えることによって結果が大き
く違ってくると思います。ぜひ、テストが終わったら「解
き直し」（問題の読み直しも！）を習慣化して自分なり
の花を咲かせてほしいものです！ 

 

 
 

今日は、「６・２９
平和集会」を高校生
平和大使や高校生１
万人署名運動の中心
的な存在として活躍
した本校卒業生の関
口萌さんを講師にお
迎えして各学年ごと
に３回実施しまし

た。関口さんからは、平和について意識するようにな
った修学旅行での大刀洗平和祈念館の話や、ご自身の
学生時代の話、そして高校生平和大使になった経緯や
その後のジュネーブにある国連欧州本部訪問などの活
動まで、平和についての思いなどをたくさん語ってい
ただきました。特に「ビリョクだけどムリョクじゃな
い」「平和とは相手の
心の痛みがわかるこ
と」などの言葉は心
に響きました。また、
国際化が進む現代の
中で異文化理解が何
よりも大切であり、
そのためにも「日本
の歴史を知ること。
そして相手を知るこ
と」が不可欠である
ことなどを熱く語っていただきました。生徒は関口さ
んの話にしっかりと耳を傾け、平和について、これか
らの未来について深く考える時間になったと思いま
す。また、最後に「平和×○○」の宿題が出され、生徒
それぞれにいろんなことを考えていたようです。 
本集会の実行委員の生徒もよく準備をし、司会進行

やあいさつなどもきちんと行い、意義のある大変素晴
らしい平和集会となり
ました。 
今後は、今回の集会

で育んだ思いを少しず
つ行動に移してほしい
と思います。まずは、誰
もが安心できる居場所
となる学級・学校づく
りを実現していきまし
ょう。中里中の生徒ならきっとできます！できるはず
です！そう信じています！平和な未来に向かって！ 

第 1回定期テスト終わる ６・２９ 平和集会 



 

 
 

 ６月２８日（金）に、市中体の表彰式を行いました。 

今年は１６７名の選手が参加し、接戦・熱戦を展開

し、陸上部男女の２連覇や女子バドミントン部の団体準

優勝、男子ソフトテニス部の団体３位などの輝かしい戦

績をおさめました。また個人での優勝や準優勝など上

位入賞者が多数おり、中里中魂を存分に発揮した市中

体となりました。激励式でも述べましたが、スポーツに

は勝負がつきものですから、みんな勝ちたいと思うの

が当然です。しかし、今大会では多くの生徒が涙を流

すことになりました。それでも、最後まであきらめずに

一生懸命に頑張る姿や純粋に勝利を求める姿勢は、必

ず生徒一人一人の成長の財産やエネルギーになると

確信しています。 

 今大会で悔しい結果になった生徒のみなさんは、「次

こそは自分が！自分のチームが！」の思いをもって、

新しい目標に向かって歩き出してほしいと思います。 

 また、県中総体出場を勝ち取ったみなさんは、さらな

る高みを目指して、佐世保市の代表として堂々と戦っ

てきてほしいと思います。 

表彰者一覧 （敬称略） 

〈団体の部〉 

◎陸上部男女アベック優勝：大会２連覇 

◎女子バドミントン部 団体戦 準優勝 

 ◎男子ソフトテニス部 団体戦 第 3位入賞 

 

〈個人の部〉 

 ◎𠮷田羽那：剣道部女子個人戦 第 3位 

◎山本莉琴・中間那月ペア：女子バドミントン部 

個人戦ダブルス 準優勝 

◎古川康太・木下心大朗ペア：男子ソフトテニス部 

個人戦 第３位 

◎梅津椋伍 柔道部個人戦 第３位 

◎陸上部 

・女子低学年８０ｍＨ 第２位 松本果穂 

第３位 横山瑞季 

・男子低学年１００ｍＨ 第１位 佐野礼桜  

・女子共通１００ｍＨ 第３位 村里彩夏  

・男子共通１１０ｍＨ 第１位 松本宗次朗 

・女子共通砲丸投 第２位 井手彩乃 

・女子共通走幅跳 第３位 升水紗希 

・２年女子８００ｍ 第１位 篠原 穂 

・男子共通走高跳 第１位 中村涼太 

第３位 松本宗次朗 

・男子共通三段跳 第２位 笹岡純光 

第３位 松尾恒輝 

・男子低学年４×１００ｍ 第２位 今村 衛 

飯田悠太、山田健祐、佐野礼桜   

・女子共通１５００ｍ 第１位 篠原 穂 

・女子共通走高跳 第２位 井手彩乃  

・女子低学年４×１００ｍ 第１位 村里彩夏、 

城下旺李、横山 瑞季、松本果穂 

◎水泳部 

・共通女子４００ｍ個人メドレー 第１位 杉谷流風 

・共通女子２００ｍ個人メドレー 第２位 杉谷流風 

・共通女子２００ｍバタフライ 第１位 山添心美 

・共通女子１００ｍバラフライ 第２位 山添心美 

・共通女子１００ｍバタフライ 第１位 大平奏羽 

・共通女子５０ｍ自由形 第２位 大平奏羽 

・共通男子２００ｍ個人メドレー 第２位 川原 翔  
 
 

 
 
来る７月６日（土）に、佐世保市体育文化館で「令和

６年度 佐世保市少年の主張大会」が開催されます。
本校からは、３年２組の関口舞さんが「佐世保市に住
む私は」と題して発表します。また、本大会の司会・進
行の大役を３年１組の宮田和佳さんが務めます。 
大会は１２時からスタートです。そして関口さんの

発表順は６番目です。２人の生徒は大きな緊張の中で
頑張ります。お時間がある人は、どうぞ２人の頑張り
に大声援を送ってください。 
 
 

 
 

６月１９日
（水）の１９時
から今年度最
初のＰＴＡ評
議委員会を開
催しました。各
部とも多くの
保護者にお集
まりいただき、
各部の部長さ
ん決めや今年
度の運営方針
や活動内容等
を話し合って
いただきまし
た。本校職員と
の顔合わせも

あり大変有意義な会となりました。生徒の健全育成は
学校だけでは成しえません。保護者と学校、地域など
が一体となって育む「共育」こそ大切であると考えま
す。ＰＴＡの皆様をはじめ、保護者・地域の皆様には
今後も変わらぬご支援とご理解をお願いいたします。 
 
 

 
 

７月３日（水）から５日（金）まで、３年生が大阪・
京都方面に修学旅行に行きます。京都での自主研修や
ＵＳＪ訪問、北九州での環境学習、太宰府天満宮参拝
などがおもな内容です。コロナ禍が明けて九州外への
修学旅行が可能となり、生徒も大いに楽しみにしてい
るようです。「百聞は一見に如かず」の言葉通り、多く
の「本物」に触れて、たくさんの学びをして帰ってき
たいと思います。生徒は、抱えきれないほどの想い出
とお土産話を持ち帰ってくると思いますので、ご家族
は楽しみにしていてください。 
ちなみに修学旅行中の関西地方の天気予報は「晴」

です。どうぞ、天気予報が当たりますように！ 

市中体の表彰を行いました！ 

佐世保市少年の主張大会 

ＰＴＡ評議委員会 

行ってきます！修学旅行！ 



 


